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史
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本
稿
で
取
り
上
げ
る
歌
舞
伎
の
作
品
「
鳴
神
」
は
、
現
代
で
も
た
び
た
び
上
演
さ
れ
る
人
気
演
目
の
一
つ
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
り
や
す
く
、
歌
舞
伎
の
様
々
な
様
式
性
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
伝
統
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
の
特
色
を
感
得
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
た
め
、
学
生
向
き
の
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
日
本
文
化
を
解
説
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
れ
が
生
ま
れ
た
時
代
の
古
さ
、
そ
し
て
長
き
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
続
け
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。「
鳴
神
」
の
場
合
も
、
初
代
市
川
団
十
郎
が
手
が
け
、
代
々
の
団
十
郎
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
歌
舞
伎
の
代
表
的
な
演
目
で
あ
る
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の
一
つ
と
し
て
現
代
に
至
っ
て
お
り
、
作
品
の
初
演
の
古
さ
と
今
日
に
至
る
ま
で
の
息
の
長
さ
も
作
品
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
文
化
が
現
代
に
遺
さ
れ
た
理
由
を
考
え
る
時
、
現
代
の
審
美
眼
か
ら
み
た
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
と
同
時
に
、
作
品
が
継
承
さ
れ
た
理
由
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
歌
舞
伎
の
場
合
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
に
数
多
く
の
作
品
が
初
演
さ
れ
た
が
、
傑
作
、
駄
作
を
問
わ
ず
多
く
が
淘
汰
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
初
演
よ
り
の
ち
の
時
代
に
も
再
演
さ
れ
る
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
た
作
品
が
遺
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
伝
統
文
化
と
し
て
の
歌
舞
伎
を
支
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
上
演
が
絶
え
た
作
品
で
あ
っ
て
も
、
今
日
的
意
味
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
復
活
す
る
技
法
を
有
し
て
い
る
の
も
伝
統
文
化
の
力
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伝
統
文
化
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
作
品
の
初
演
の
状
況
や
現
在
の
再
演
の
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
時
代
の
ど
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
こ
そ
「
伝
統
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。
人
に
人
生
が
あ
る
よ
う
に
、
歌
舞
伎
作
品
に
も
そ
の
作
品
の
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
人
生
が
あ
る
。
生
ま
れ
た
ま
ま
の
姿
で
は
な
く
、
時
代
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
劇
場
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
歌
舞
伎
「
鳴
神
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
（
十
七
世
紀
後
半
）
初
代
団
十
郎
が
初
演
し
、
二
代
目
団
十
郎
が
完
成
さ
せ
た
も
の
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
上
演
さ
れ
た
。
七
代
目
団
十
郎
に
よ
っ
て
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
幕
末
の
八
代
目
の
上
演
を
最
後
に
六
十
年
近
く
上
演
が
絶
え
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
二
代
目
市
川
左
団
次
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
復
活
上
演
の
背
景
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
拙
稿
（
１
）で
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
、
左
団
次
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
演
劇
視
察
旅
行
と
、
帰
国
後
の
自
由
劇
場
に
お
け
る
小
山
内
薫
と
の
新
劇
活
動
、
当
時
の
自
然
主
義
文
学
の
潮
流
と
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で
は
、
明
治
四
十
三
年
の
復
活
上
演
以
降
、
「
鳴
神
」
の
ロ
シ
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学
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八
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
ロ
シ
ア
新
劇
石
川
淳

ア
興
行
、
歌
舞
伎
役
者
の
新
劇
と
の
交
流
、
そ
し
て
石
川
淳
の
小
説
「
鳴
神
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
大
正
、
戦
前
、
終
戦
直
後
の
「
鳴
神
」
が
も
っ
て
い
た
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
海
を
渡
っ
た
「
鳴
神
」
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
二
代
目
市
川
左
団
次
は
ソ
連
に
招
聘
さ
れ
て
歌
舞
伎
史
上
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
を
行
っ
た
。
こ
の
時
に
上
演
さ
れ
た
演
目
の
一
つ
が
「
鳴
神
」
で
あ
る
。
ソ
連
公
演
の
き
っ
か
け
は
、
小
山
内
薫
が
昭
和
二
年
十
一
月
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
建
国
十
年
祭
に
あ
た
っ
て
、
対
外
文
化
連
絡
協
会
の
招
待
を
受
け
て
訪
ソ
し
た
折
、
日
本
の
歌
舞
伎
の
招
聘
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
既
に
明
治
四
十
年
に
欧
州
演
劇
視
察
旅
行
の
経
験
の
あ
る
左
団
次
は
、
帰
国
直
後
か
ら
海
外
公
演
の
希
望
を
抱
い
て
い
た
（
２
）。
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
の
間
に
左
団
次
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
事
情
に
お
い
て
も
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
左
団
次
に
関
し
て
は
、
父
で
あ
る
初
代
左
団
次
か
ら
譲
り
受
け
て
経
営
し
て
い
た
明
治
座
を
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
に
新
派
に
売
却
し
、
松
竹
の
専
属
俳
優
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
明
治
座
の
存
在
は
、
西
欧
演
劇
か
ら
学
ん
だ
様
々
な
試
み
を
歌
舞
伎
の
世
界
で
展
開
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
劇
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
明
治
座
を
運
営
し
、
多
く
の
俳
優
を
養
う
の
は
大
き
な
負
担
で
も
あ
っ
た
。
松
竹
の
専
属
と
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
由
な
演
劇
活
動
と
は
異
な
り
、
松
竹
の
意
向
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
自
由
劇
場
と
の
か
け
も
ち
は
大
正
期
に
入
っ
て
次
第
に
間
遠
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
松
竹
の
専
属
に
な
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
欧
州
視
察
旅
行
以
前
は
、
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
の
評
価
が
決
し
て
高
い
方
で
は
な
か
っ
た
が
、
松
竹
の
専
属
に
な
る
こ
と
に
よ
り
高
い
技
量
の
俳
優
と
の
共
演
に
よ
っ
て
次
第
に
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
の
評
価
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
松
竹
の
後
押
し
に
よ
っ
て
実
現
し
た
試
み
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
十
月
京
都
知
恩
院
で
の
野
外
劇
「
郷
土
史
劇
織
田
信
長
」
で
は
、
十
万
人
の
人
々
が
知
恩
院
の
境
内
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
大
反
響
で
あ
っ
た
。
左
団
次
は
欧
州
演
劇
視
察
以
降
、
新
劇
の
み
な
ら
ず
、
歌
舞
伎
の
上
演
で
も
多
く
の
文
学
者
や
芸
術
家
と
交
流
を
し
て
新
た
な
試
み
に
挑
戦
を
し
て
お
り
、
こ
の
野
外
劇
も
大
正
期
に
論
じ
ら
れ
た
民
衆
演
劇
論
を
背
景
に
し
て
い
る
（
３
）。
松
竹
の
専
属
に
な
る
こ
と
が
大
規
模
な
挑
戦
を
可
能
に
し
た
と
も
い
え
る
。
歌
舞
伎
の
初
の
海
外
公
演
も
そ
の
挑
戦
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
歌
舞
伎
を
受
容
す
る
土
壌
が
、
深
く
広
く
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
や
、
ロ
ダ
ン
を
虜
に
し
た
花
子
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
っ
た
の
ち
も
、
多
く
の
旅
芸
人
や
剣
劇
の
俳
優
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
日
本
の
演
劇
を
紹
介
し
た
（
４
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
れ
が
歌
舞
伎
役
者
に
よ
る
歌
舞
伎
か
ど
う
か
を
厳
密
に
問
わ
ず
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
れ
で
受
容
し
て
い
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
は
、
能
、
狂
言
、
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
の
作
品
が
翻
訳
や
重
訳
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
に
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
四
段
目
「
寺
子
屋
」
と
「
朝
顔
日
記
」
が
ド
イ
ツ
語
訳
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
だ
け
で
は
な
く
、
実
践
に
お
い
て
も
一
九
〇
七
年
に
「
寺
子
屋
」
が
ド
イ
ツ
で
上
演
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
朝
顔
日
記
」
は
チ
ェ
コ
語
に
重
訳
さ
れ
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
イ
ジ
ー
フ
レ
イ
カ
（
J
iri
F
rejk
a
）
の
演
出
で
上
演
さ
れ
た
（
５
）。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
一
九
〇
五
年
「
真
夏
の
夜
の
夢
」
で
廻
り
舞
台
を
、
一
九
一
〇
年
に
は
「
ス
ム
ル
ー
ン
」
で
花
道
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
演
劇
の
実
践
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
ロ
シ
ア
の
演
劇
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
「
寺
子
屋
」
が
上
演
さ
れ
た
一
九
〇
七
年
に
、
ロ
シ
ア
で
も
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
訳
で
「
テ
ラ
コ
ヤ
」
が
上
―60―
演
さ
れ
た
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
、
一
九
一
〇
年
に
「
ド
ン
ジ
ュ
ア
ン
」
で
歌
舞
伎
の
黒
衣
の
役
割
を
黒
人
の
子
供
に
演
じ
さ
せ
た
り
、
一
九
二
四
年
に
「
Ｄ
Ｅ
」
で
円
形
舞
台
に
廻
り
盆
を
取
り
入
れ
た
り
、
一
九
二
五
年
の
「
ブ
ブ
ス
先
生
」
で
円
形
舞
台
と
廻
り
盆
に
加
え
て
上
手
下
手
と
も
に
手
す
り
付
き
の
花
道
を
取
り
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
の
伝
統
演
劇
へ
の
関
心
は
、
新
し
い
表
現
を
求
め
る
た
め
に
参
照
さ
れ
た
京
劇
や
イ
ン
ド
舞
踊
な
ど
非
西
洋
の
表
現
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
西
洋
で
の
新
し
い
演
劇
運
動
に
取
り
込
ま
れ
た
歌
舞
伎
で
は
な
く
、
日
本
で
上
演
さ
れ
る
と
お
り
の
歌
舞
伎
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
機
運
も
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
一
九
二
七
年
に
上
演
さ
れ
た
「
修
善
寺
物
語
」
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
「
修
禅
寺
物
語
」
は
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
、
岡
本
綺
堂
が
筆
を
ふ
る
い
、
二
代
目
左
団
次
に
よ
っ
て
明
治
座
で
初
演
さ
れ
た
新
歌
舞
伎
で
あ
る
。
新
歌
舞
伎
と
は
、
従
来
の
歌
舞
伎
専
門
の
座
付
き
作
者
で
は
な
く
、
西
洋
の
文
学
や
演
劇
理
論
の
影
響
を
受
け
た
作
者
に
よ
る
作
品
を
、
近
代
的
な
演
技
や
演
出
で
、
歌
舞
伎
の
様
式
を
ふ
ま
え
つ
つ
上
演
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
特
に
二
代
目
左
団
次
が
積
極
的
に
上
演
し
、
新
た
な
観
客
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
た
。
こ
の
作
品
が
フ
ラ
ン
ス
で
上
演
さ
れ
た
時
に
は
、
大
使
館
を
通
し
て
衣
装
や
舞
台
装
置
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
が
左
団
次
に
あ
っ
た
（
６
）。
フ
ラ
ン
ス
で
の
舞
台
写
真
を
み
る
と
、
主
人
公
の
夜
叉
王
は
着
物
に
烏
帽
子
を
つ
け
て
お
り
、
舞
台
も
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
に
お
い
て
は
、
一
九
二
七
年
一
月
に
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
ド
ラ
マ
劇
場
で
、
ラ
ー
ド
ロ
フ
の
演
出
に
よ
っ
て
「
織
田
信
長
」
が
上
演
さ
れ
た
。
本
作
の
演
目
の
選
定
の
理
由
と
し
て
、
本
作
の
翻
訳
を
手
が
け
た
ソ
連
の
東
洋
学
者
コ
ン
ラ
ッ
ド
（
K
o
n
ra
d
,
N
ik
o
la
y
Io
sifo
v
ich
）
は
、
「
本
来
で
あ
れ
ば
、
近
松
も
の
あ
た
り
を
ロ
シ
ア
に
紹
介
し
た
い
が
、
日
本
の
歴
史
伝
統
や
国
民
性
な
ど
を
知
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今
の
ロ
シ
ア
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
歴
史
政
治
劇
で
あ
る
岡
本
綺
堂
の
『
信
長
』
を
選
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
７
）。
こ
の
「
織
田
信
長
」
も
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
岡
本
綺
堂
が
発
表
し
、
大
正
七
年
に
左
団
次
が
上
演
し
た
「
増
補
信
長
記
」
で
あ
る
。
西
欧
演
劇
視
察
旅
行
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
左
団
次
も
、
一
九
二
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
左
団
次
が
演
じ
た
作
品
を
通
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
側
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
の
機
が
熟
し
た
と
こ
ろ
で
の
左
団
次
の
訪
ソ
公
演
で
あ
っ
た
。
当
時
の
様
子
は
、
直
後
に
出
版
さ
れ
た
『
左
団
次
歌
舞
伎
紀
行
（
８
）』
に
詳
し
い
。
予
定
さ
れ
た
演
目
は
、
江
戸
時
代
に
初
演
さ
れ
た
伝
統
的
な
演
目
、
岡
本
綺
堂
の
新
歌
舞
伎
、
舞
踊
劇
と
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
上
演
が
準
備
さ
れ
な
が
ら
、
稽
古
を
み
た
ロ
シ
ア
の
関
係
者
か
ら
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
理
由
で
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
も
あ
っ
た
（
９
）。
そ
の
中
で
モ
ス
ク
ワ
第
二
芸
術
劇
場
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
三
つ
の
劇
場
全
て
で
上
演
さ
れ
た
唯
一
の
演
目
が
「
鳴
神
」
で
、
公
演
回
数
も
「
忠
臣
蔵
」
を
お
さ
え
て
一
番
多
い
十
二
回
で
あ
っ
た
。
「
鳴
神
」
は
別
稿
（
）で
論
じ
た
よ
う
に
明
治
に
な
っ
て
近
代
的
な
解
釈
で
復
活
上
演
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
「
忠
臣
蔵
」
も
ソ
連
公
演
前
の
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
左
団
次
が
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
。
原
作
の
浄
瑠
璃
の
本
文
に
立
ち
返
り
、
江
戸
時
代
に
連
綿
と
上
演
さ
れ
続
け
た
名
優
の
演
技
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図1 ジェミエの夜叉王
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や
演
出
を
分
析
し
、
長
い
上
演
史
の
中
で
付
け
加
え
ら
れ
た
演
技
の
中
で
原
作
と
矛
盾
す
る
も
の
は
捨
て
去
り
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
は
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
演
目
も
、
近
代
人
と
し
て
再
検
討
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
訪
ソ
公
演
の
演
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
公
演
に
先
立
っ
て
秋
田
雨
雀
は
、
資
本
主
義
を
象
徴
す
る
歌
舞
伎
の
テ
ー
マ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
た
（
）が
、
公
演
は
大
成
功
で
、
連
日
の
大
入
り
満
員
で
あ
っ
た
。
特
に
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
義
太
夫
節
と
俳
優
の
セ
リ
フ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
音
楽
の
使
い
方
、
舞
台
監
督
な
し
に
集
団
的
に
ま
と
ま
り
を
み
せ
る
演
出
な
ど
の
表
現
方
法
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
演
劇
美
学
と
ト
ー
キ
ー
映
画
の
関
係
な
ど
に
刺
激
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
歌
舞
伎
が
西
洋
の
演
劇
や
映
像
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
歌
舞
伎
俳
優
た
ち
も
ま
た
ソ
連
滞
在
で
多
く
の
こ
と
を
得
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
鳴
神
」
の
上
演
史
に
も
新
た
な
局
面
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
三
歌
舞
伎
役
者
の
新
劇
活
動
と
「
鳴
神
」
明
治
四
十
三
年
に
二
代
目
左
団
次
に
よ
っ
て
復
活
し
た
「
鳴
神
」
は
、
二
代
目
左
団
次
存
命
中
は
他
の
役
者
が
主
人
公
の
鳴
神
上
人
を
つ
と
め
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
左
団
次
が
没
す
る
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
「
左
団
次
の
鳴
神
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
唯
一
の
例
外
が
、
河
原
崎
長
十
郎
が
鳴
神
上
人
を
つ
と
め
た
昭
和
十
二
年
の
前
進
座
の
上
演
で
あ
っ
た
。
前
進
座
は
、
河
原
崎
長
十
郎
と
中
村
右
衛
門
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
創
立
し
た
歌
舞
伎
の
劇
団
で
あ
る
。
歌
舞
伎
と
新
劇
の
交
流
や
左
翼
運
動
に
つ
い
て
は
研
究
が
す
す
み
、
次
々
と
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
）。
歌
舞
伎
と
新
劇
の
関
係
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
の
成
果
に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
「
鳴
神
」
と
い
う
作
品
の
人
生
に
関
わ
る
部
分
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
明
治
以
降
、
新
派
、
新
劇
、
オ
ペ
ラ
、
映
画
と
西
洋
の
表
現
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
草
創
期
に
は
、
俳
優
の
演
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
舞
台
装
置
な
ど
も
ふ
く
め
て
歌
舞
伎
が
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
（
）。
ま
た
、
草
創
期
の
新
た
な
舞
台
メ
デ
ィ
ア
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
集
客
力
を
高
め
る
と
い
う
興
行
的
な
側
面
で
も
歌
舞
伎
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
（
）。
新
劇
に
関
し
て
は
特
に
二
代
目
左
団
次
の
功
績
が
大
き
い
。
新
し
い
舞
台
メ
デ
ィ
ア
の
俳
優
育
成
の
た
め
に
、
明
治
期
末
か
ら
坪
内
逍
遥
の
文
芸
協
会
の
演
劇
研
究
所
や
、
帝
国
劇
場
附
属
技
芸
学
校
な
ど
が
あ
っ
た
。
左
団
次
自
身
も
欧
州
演
劇
視
察
で
滞
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
三
週
間
な
が
ら
演
劇
学
校
に
通
い
、
表
情
術
、
発
生
術
を
学
ん
で
き
た
。
そ
れ
を
弟
子
た
ち
に
指
導
し
た
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
俳
優
の
身
体
表
現
を
捨
て
、
新
劇
の
た
め
の
新
し
い
身
体
表
現
を
伝
授
で
き
た
の
は
、
歌
舞
伎
の
身
体
を
知
悉
し
た
俳
優
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
演
劇
学
校
で
学
ん
だ
左
団
次
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
（
）。
河
原
崎
長
十
郎
（
一
九
〇
二
～
一
九
八
一
）
は
こ
の
よ
う
な
左
団
次
の
劇
団
に
参
加
し
た
俳
優
で
あ
っ
た
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
、
河
原
崎
長
十
郎
は
村
山
知
義
、
舟
橋
聖
一
と
と
も
に
心
座
を
立
ち
上
げ
る
。
両
者
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
小
山
内
薫
で
あ
る
。
そ
の
後
河
原
崎
長
十
郎
は
、
訪
ソ
公
演
に
同
行
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
興
行
中
、
河
原
崎
長
十
郎
は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
と
交
流
し
（
）、
四
～
五
百
人
収
容
の
労
働
者
ク
ラ
ブ
で
も
歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
話
を
求
め
ら
れ
る
。
長
十
郎
は
労
働
者
と
芸
術
家
の
関
係
を
役
者
と
し
て
肌
で
感
じ
取
っ
て
帰
国
し
た
。
ま
た
長
十
郎
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
座
に
て
「
ト
ラ
ス
ト
Ｄ
	Ｅ
」
を
観
劇
し
、
帰
国
後
の
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
心
座
で
「
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
座
で
見
た
演
出
を
口
写
し
に
し
た
台
本
に
よ
る
も
の
（

）」
で
上
演
し
た
。
こ
の
頃
に
村
山
知
義
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
を
よ
り
明
確
に
標
榜
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
も
と
で
舟
橋
聖
一
は
退
団
し
て
心
座
は
解
散
す
る
。
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心
座
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大
衆
座
を
経
て
市
川
猿
之
助
が
主
催
す
る
春
秋
座
に
参
加
す
る
。
こ
の
春
秋
座
に
河
原
崎
長
十
郎
に
加
え
て
、
市
川
左
升
と
市
川
荒
次
郎
が
参
加
し
て
い
る
。
市
川
左
升
は
、
明
治
座
時
代
か
ら
四
歳
の
二
代
目
左
団
次
と
苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た
役
者
で
あ
る
。
市
川
荒
次
郎
は
左
団
次
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
二
人
は
左
団
次
が
め
ざ
す
歌
舞
伎
と
新
し
い
演
劇
を
支
え
続
け
た
役
者
だ
。
左
団
次
の
も
と
か
ら
二
人
が
去
っ
た
の
は
、
左
団
次
が
松
竹
の
専
属
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
座
時
代
に
二
人
が
つ
と
め
て
い
た
役
割
を
松
竹
の
俳
優
が
受
け
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
左
団
次
一
座
の
鉄
の
結
束
に
揺
ら
ぎ
が
出
た
か
ら
で
あ
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
左
団
次
か
ら
二
人
が
離
れ
る
こ
と
に
左
団
次
は
大
い
に
落
胆
し
た
。
し
か
し
、
猿
之
助
が
春
秋
座
結
成
の
時
に
、
長
十
郎
、
左
升
、
荒
次
郎
が
左
団
次
の
も
と
を
去
る
に
あ
た
り
挨
拶
に
来
た
時
に
は
、
お
互
い
劇
界
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
語
り
合
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
）。
こ
の
春
秋
座
も
猿
之
助
の
松
竹
復
帰
に
よ
り
解
散
と
な
る
。
そ
こ
で
残
さ
れ
た
河
原
崎
長
十
郎
ら
が
創
設
し
た
の
が
前
進
座
で
あ
る
。
前
進
座
発
足
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
門
閥
主
義
に
よ
っ
て
劣
悪
な
環
境
に
お
か
れ
る
大
部
屋
俳
優
た
ち
の
労
働
条
件
の
改
善
と
、
よ
り
よ
い
芸
術
表
現
を
車
の
両
輪
と
し
て
標
榜
し
た
こ
と
は
、
河
原
崎
長
十
郎
が
訪
ソ
公
演
の
折
に
労
働
者
と
演
劇
の
密
接
な
関
係
を
経
験
し
た
こ
と
の
延
長
に
あ
る
も
の
だ
。
前
進
座
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
「
現
代
人
の
生
活
感
情
に
触
れ
た
現
代
劇
と
、
卑
俗
に
陥
ら
な
い
飽
く
ま
で
芸
術
味
豊
な
而
も
理
解
さ
れ
易
い
通
俗
的
な
大
衆
劇
、
並
び
に
埋
も
れ
た
古
典
の
復
活
、
或
ひ
は
歌
舞
伎
の
名
作
の
再
吟
味
、
再
認
識
に
依
る
之
れ
が
歪
め
ら
れ
ざ
る
正
し
い
良
心
的
な
演
出
」
と
さ
れ
る
（
）。
新
作
や
歌
舞
伎
の
門
閥
主
義
を
暴
露
し
て
糾
弾
す
る
作
品
だ
け
で
な
く
、
古
典
に
対
し
て
も
継
承
の
み
で
現
代
人
と
し
て
作
品
に
向
き
合
お
う
と
し
な
い
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
古
典
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
袂
を
分
か
っ
た
と
は
い
え
二
代
目
左
団
次
の
終
始
一
貫
し
た
演
劇
人
と
し
て
の
姿
勢
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
前
進
座
の
古
典
歌
舞
伎
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
つ
が
「
鳴
神
」
で
あ
る
。
平
成
八
年
に
没
し
た
前
進
座
の
女
形
嵐
芳
三
郎
は
、
昭
和
十
二
年
に
前
進
座
が
「
鳴
神
」
を
手
が
け
て
か
ら
、
平
成
五
年
ま
で
の
間
に
一
〇
〇
〇
回
公
演
を
超
え
た
「
鳴
神
」
を
劇
団
の
財
産
と
述
べ
る
（
）。
左
団
次
に
よ
る
「
鳴
神
」
の
復
活
以
後
、
昭
和
十
二
年
に
は
じ
め
て
左
団
次
以
外
で
鳴
神
上
人
を
つ
と
め
た
河
原
崎
長
十
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
引
用
者
注
二
代
目
左
団
次
の
鳴
神
は
）
幾
分
覚
え
て
居
り
ま
す
が
、
左
升
さ
ん
に
お
願
ひ
し
て
稽
古
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。
（
略
）／
大
体
高
島
屋
さ
ん
（
引
用
者
注
二
代
目
左
団
次
）
の
真
似
を
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
高
島
屋
さ
ん
の
演
り
方
を
無
理
に
変
へ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
お
指
図
に
よ
つ
て
、
出
来
る
だ
け
大
ま
か
な
味
、
古
典
の
色
と
香
を
漂
は
せ
よ
う
と
試
み
た
訳
な
の
で
、
工 く
風 ふ
う
だ
け
は
色
色
や
つ
て
見
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
に
就
い
て
は
甚
だ
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
（
）。
河
原
崎
長
十
郎
は
、
左
団
次
劇
団
に
参
加
し
て
い
る
時
に
「
鳴
神
」
に
も
坊
主
役
と
し
て
出
演
を
し
て
お
り
、
左
団
次
の
鳴
神
上
人
を
そ
ば
で
み
て
い
た
役
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
十
郎
が
鳴
神
上
人
を
つ
と
め
た
時
は
、
盲
目
的
に
左
団
次
の
鳴
神
を
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
左
団
次
の
演
技
を
尊
重
し
つ
つ
も
河
原
崎
長
十
郎
と
し
て
の
新
し
い
工
夫
で
鳴
神
上
人
を
演
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
右
の
芸
談
か
ら
う
か
が
え
る
。
演
技
技
法
の
伝
承
の
み
に
力
を
注
ぐ
の
で
は
な
く
、
古
典
に
命
を
吹
き
込
も
う
と
す
る
左
団
次
の
姿
勢
を
伝
承
し
た
鳴
神
上
人
な
の
で
あ
っ
た
。
四
戦
後
の
「
鳴
神
」
上
演
史
と
石
川
淳
「
鳴
神
」
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
歌
舞
伎
の
公
演
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
を
受
け
、
戦
火
を
免
れ
た
東
京
劇
場
な
ど
で
上
演
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
一
月
、
帝
国
劇
場
で
「
鳴
神
」
が
前
進
座
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
。
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
で
は
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鳴
神
は
邪
教
を
否
定
し
女
性
の
勝
利
を
う
た
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
芝
居
で
あ
る
と
の
評
価
で
あ
っ
た
（
）」
。
こ
の
公
演
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
抵
抗
劇
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
シ
ャ
ー
ル

ブ
ロ
ッ
ク
作
「
ツ
ー
ロ
ン
港
」
と
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
。
前
進
座
が
歌
舞
伎
だ
け
で
な
く
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
劇
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
は
「
ツ
ー
ロ
ン
港
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
、
民
衆
が
拳
を
あ
げ
て
集
う
姿
の
あ
る
、
六
頁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
「
鳴
神
」
の
解
説
は
一
頁
で
あ
る
。
「
鳴
神
」
と
い
う
作
品
が
、
抵
抗
劇
と
と
も
に
人
々
の
前
に
再
び
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
二
代
目
左
団
次
が
明
治
に
復
活
上
演
し
た
時
か
ら
、
作
品
は
鳴
神
上
人
が
体
現
す
る
宗
教
的
権
威
と
朝
廷
の
国
家
的
権
威
の
対
立
と
評
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
鳴
神
」
と
い
う
作
品
が
持
つ
近
代
以
降
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
戦
後
の
最
初
の
「
鳴
神
」
の
上
演
が
「
ツ
ー
ロ
ン
港
」
と
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
こ
と
と
矛
盾
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
「
鳴
神
」
の
上
演
は
二
代
目
左
団
次
か
ら
河
原
崎
長
十
郎
へ
受
け
継
が
れ
た
系
譜
と
は
別
に
、
市
川
団
十
郎
系
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
。
前
進
座
は
、
帝
国
劇
場
で
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
公
演
を
終
え
た
後
、
年
明
け
の
昭
和
二
十
一
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
「
鳴
神
」
の
地
方
巡
業
に
出
る
。
そ
の
間
の
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
東
京
劇
場
で
九
代
目
市
川
海
老
蔵
（
後
に
十
一
代
目
市
川
団
十
郎
）
の
鳴
神
上
人
で
「
鳴
神
」
が
上
演
さ
れ
る
。
前
進
座
の
「
鳴
神
」
と
伝
統
的
な
市
川
家
の
「
鳴
神
」
と
い
う
二
つ
の
「
鳴
神
」
が
生
ま
れ
た
（
）。
明
治
の
名
優
九
代
目
団
十
郎
没
後
、
市
川
宗
家
団
十
郎
不
在
の
中
で
、
二
代
目
左
団
次
に
よ
っ
て
復
活
し
た
歌
舞
伎
十
八
番
は
、
再
び
市
川
宗
家
の
作
品
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
）。
戦
後
の
前
進
座
は
、
い
く
つ
か
の
班
に
分
か
れ
て
全
国
を
巡
演
す
る
。
都
市
部
の
劇
場
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
で
あ
っ
た
た
め
に
学
校
を
中
心
に
地
方
を
巡
演
し
た
。
さ
ら
に
工
場
な
ど
か
ら
も
声
が
か
か
り
、
重
工
業
、
製
糸
工
業
、
製
鉄
所
、
造
船
所
、
セ
メ
ン
ト
工
場
、
機
械
工
場
の
労
働
者
を
相
手
に
、
地
元
や
会
社
の
演
芸
場
や
公
会
堂
、
学
校
の
体
育
館
、
鎮
守
の
森
の
神
楽
堂
な
ど
で
も
、
「
鳴
神
」
や
翻
訳
劇
な
ど
を
上
演
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
は
、
東
京
勤
労
者
演
劇
協
同
組
合
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
に
は
、
大
阪
勤
労
者
演
劇
協
会
、
い
わ
ゆ
る
労
演
が
発
足
し
て
前
進
座
の
共
同
鑑
賞
会
が
始
ま
る
。
全
国
の
労
演
の
支
援
に
よ
っ
て
全
国
く
ま
な
く
公
演
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
都
市
部
の
松
竹
系
に
よ
る
市
川
宗
家
の
「
鳴
神
」
は
観
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
前
進
座
の
「
鳴
神
」
は
地
方
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
、
石
川
淳
は
小
説
「
鳴
神
」
を
昭
和
二
十
九
年
三
月
号
『
新
潮
』
に
発
表
、
同
年
九
月
に
小
説
集
『
鳴
神
』
（
筑
摩
書
房
）
に
収
め
る
。
歌
舞
伎
の
「
鳴
神
」
で
は
、
自
ら
の
願
い
を
聞
き
入
れ
な
い
朝
廷
に
反
発
し
た
鳴
神
上
人
が
雨
を
降
ら
せ
な
い
行
法
を
行
う
。
こ
の
行
法
を
破
る
た
め
に
朝
廷
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
絶
間
姫
が
色
仕
掛
け
で
鳴
神
上
人
を
堕
落
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
石
川
の
「
鳴
神
」
に
は
、
鳴
神
上
人
も
絶
間
姫
も
登
場
し
な
い
。
近
年
の
近
代
文
学
の
研
究
で
は
、
石
川
の
「
鳴
神
」
と
歌
舞
伎
「
鳴
神
」
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（
）。
石
川
淳
が
戦
中
に
江
戸
文
学
に
「
留
学
」
し
て
い
た
こ
と
、
初
代
団
十
郎
の
「
源
平
雷 なる
か
み伝
記
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
石
川
が
昭
和
二
十
八
年
か
ら
二
十
九
年
に
か
け
て
発
表
し
た
「
鷹
」
「
珊
瑚
」
と
と
も
に
、
「
鳴
神
」
は
革
命
小
説
と
さ
れ
る
。
小
説
「
鳴
神
」
に
は
、
組
合
の
―64―
図2「ツーロン港/歌舞伎
十八番鳴神」
（早稲田大学演劇博物館所蔵
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指
導
者
ヨ
モ
、
資
本
家
の
オ
ヤ
ヂ
、
オ
ヤ
ヂ
の
運
転
手
で
ヨ
モ
に
影
響
を
受
け
る
主
人
公
の
柿
夫
が
登
場
す
る
。
重
松
恵
美
氏
は
、
歌
舞
伎
「
鳴
神
」
の
鳴
神
上
人
の
帝
へ
の
反
逆
行
為
が
組
合
の
指
導
者
ヨ
モ
に
、
鳴
神
上
人
が
絶
間
姫
へ
の
煩
悩
に
煩
悶
す
る
姿
が
主
人
公
の
柿
夫
に
、
鳴
神
上
人
の
堕
落
し
た
姿
が
資
本
家
の
オ
ヤ
ヂ
に
反
映
さ
れ
る
と
分
析
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
欠
け
て
い
る
の
が
、
戦
後
昭
和
二
十
年
代
の
「
鳴
神
」
の
上
演
状
況
へ
の
考
察
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
自
ず
と
石
川
淳
が
「
鳴
神
」
を
タ
イ
ト
ル
に
選
ん
だ
意
味
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
前
進
座
の
「
鳴
神
」
と
石
川
淳
を
直
接
結
び
つ
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
筆
者
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
し
か
し
前
進
座
は
、
学
校
や
地
方
へ
の
精
力
的
な
公
演
で
昭
和
二
十
三
年
に
朝
日
文
化
賞
を
受
賞
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
座
員
約
七
十
名
が
集
団
で
共
産
党
に
入
党
し
、
昭
和
二
十
七
年
に
は
幹
部
の
役
者
で
あ
る
中
村
右
衛
門
が
北
海
道
の
小
学
校
で
の
公
演
で
妨
害
に
あ
い
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
劇
評
欄
だ
け
で
な
く
三
面
記
事
を
も
に
ぎ
わ
す
出
来
事
を
次
々
と
起
こ
し
て
い
る
。
小
説
「
鳴
神
」
の
読
者
は
前
進
座
の
「
鳴
神
」
と
結
び
つ
け
う
る
状
況
で
あ
る
。
中
村
右
衛
門
の
逮
捕
や
中
国
亡
命
の
出
来
事
は
前
進
座
の
経
営
を
迫
さ
せ
た
。
苦
境
の
中
の
昭
和
二
十
八
年
、
前
進
座
は
中
国
を
題
材
と
し
た
「
屈
原
」
と
「
鳴
神
」
で
名
古
屋
の
新
歌
舞
伎
座
に
出
演
す
る
。
こ
の
時
河
原
崎
長
十
郎
は
「
中
日
貿
易
が
国
民
の
要
望
の
的
で
あ
る
時
、
新
中
国
ギ
曲
屈原
で
観
客
を
湧
き
立
た
せ
て
い
る
。
形
式
化
し
た
歌
舞
伎
に
、
鳴
神
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
も
と
に
し
た
空
想
た
く
ま
し
い
演
出
で
、
民
族
文
化
の
生
彩
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
（
）」
と
述
べ
て
い
る
。
歌
舞
伎
「
鳴
神
」
の
内
容
が
左
翼
思
想
を
体
現
す
る
内
容
で
は
な
い
と
す
る
批
判
は
あ
っ
て
も
、
観
客
は
楽
し
ん
で
お
り
、
長
十
郎
自
身
も
新
し
い
演
劇
運
動
と
連
動
し
生
き
生
き
と
し
た
歌
舞
伎
を
め
ざ
す
劇
団
を
象
徴
す
る
演
目
と
し
て
「
鳴
神
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
昭
和
二
十
年
代
の
労
働
組
合
と
資
本
家
を
描
い
た
小
説
を
書
い
た
石
川
淳
が
、
タ
イ
ト
ル
に
「
鳴
神
」
を
選
ん
だ
と
き
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
た
の
が
市
川
宗
家
の
「
鳴
神
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
後
の
「
鳴
神
」
は
、
市
川
宗
家
が
代
々
受
け
継
い
だ
伝
統
的
な
演
目
と
は
異
な
る
意
味
と
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
石
川
の
「
鳴
神
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
も
と
も
と
「
鳴
神
」
が
も
っ
て
い
る
ア
ナ
ー
キ
ー
な
思
想
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
歌
舞
伎
の
「
形
式
化
」
か
ら
す
く
い
だ
し
、
労
働
闘
争
の
現
場
を
鼓
舞
す
る
芝
居
に
し
よ
う
と
し
た
前
進
座
の
試
み
を
も
想
起
さ
せ
る
。
ま
さ
に
、
「
同
時
代
演
劇
」
と
し
て
伝
統
演
劇
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
歌
舞
伎
「
鳴
神
」
は
、
伝
統
的
な
演
目
と
し
て
以
外
の
、
作
品
の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
二
十
四
年
に
小
説
家
劇
作
家
で
、
農
民
運
動
に
関
わ
る
共
産
党
の
国
会
議
員
の
高
倉
輝
が
前
進
座
の
「
鳴
神
」
に
改
変
を
加
え
た
。
絶
間
姫
は
実
は
農
民
の
娘
と
い
う
設
定
で
、
結
末
で
鳴
神
上
人
の
行
法
の
注
連
縄
を
鎌
で
切
る
と
い
う
演
出
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
あ
ま
り
に
も
歌
舞
伎
と
い
う
古
典
芸
能
の
あ
り
方
を
無
視
し
て
お
り
、
歌
舞
伎
十
八
番
と
称
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
全
く
の
改悪
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
こ
の
タ
カ
ク
ラ
版
鳴神
は
三
〇
〇
回
ぐ
ら
い
、
ス
テ
ー
ジ
を
か
さ
ね
た
は
ず
で
す
が
、
前
進
座
の
鳴神
公
演
一
〇
〇
〇
回
の
数
に
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。」
と
前
進
座
内
で
も
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
（
）。
こ
の
よ
う
な
古
典
へ
の
改
作
や
、
演
技
方
法
の
変
化
に
つ
い
て
批
判
的
な
立
場
か
ら
、
古
典
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
の
議
論
が
当
時
の
研
究
者
や
批
評
家
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
（
	）。
伝
統
演
劇
が
同
時
代
演
劇
と
し
て
よ
り
も
、
継
承
と
伝
統
に
価
値
を
見
い
だ
す
よ
う
に
な
る
時
代
の
潮
目
が
、
こ
の
時
期
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
戦
後
の
歌
舞
伎
の
研
究
で
は
、
初
期
歌
舞
伎
や
元
禄
歌
舞
伎
の
研
究
、
江
戸
時
代
の
―65―
歌
舞
伎
資
料
の
発
掘
な
ど
が
す
す
ん
だ
。
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の
研
究
も
、
市
川
宗
家
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
文
芸
作
品
と
し
て
の
石
川
淳
の
「
鳴
神
」
を
現
代
に
お
い
て
読
み
解
く
手
が
か
り
が
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
歌
舞
伎
研
究
者
と
し
て
反
省
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
は
国
立
劇
場
開
場
五
十
周
年
で
あ
る
。
国
立
劇
場
が
門
閥
出
身
以
外
の
役
者
や
技
術
者
を
養
成
し
て
き
た
こ
と
、
通
し
狂
言
や
復
活
狂
言
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
同
劇
場
の
成
果
と
さ
れ
て
い
る
。
次
の
五
十
年
、
歌
舞
伎
が
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
存
在
に
な
る
か
ど
う
か
が
課
題
と
な
る
。
古
典
化
さ
れ
た
作
品
の
多
彩
な
人
生
が
そ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
付
記本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
共
同
研
究
「
東
ア
ジ
ア
近
現
代
に
お
け
る
知
的
交
流
」
で
の
口
頭
発
表
「
越
境
す
る
歌
舞
伎
『
鳴
神
』
と
ロ
シ
ア
新
劇
石
川
淳
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
、
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
注（
1）
東
晴
美
「
二
代
目
市
川
左
団
次
の
訪
欧
と
鳴
神

一
九
〇
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
演
劇
と
一
九
一
〇
年
の
日
本
文
壇
の
関
わ
り
か
ら
」
『
日
本
研
究
』
第
四
十
四
集
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
三
年
十
月
、
三
〇
五
～
三
三
二
頁
。
（
2）
「
咄
の
具
合
で
は
行
つ
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
彼
地
あ
ち
ら
へ
私
が
行
つ
て
見
た
う
ち
に
マ
ダ
ム
、
バ
ツ
タ
ツ
フ
ラ
イ
で
し
た
が
、
筋
は
不
快
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
を
写
し
た
風
俗
を
如
何
に
も
不
快
に
感
じ
ま
し
た
の
で
、
日
本
の
芝
居
と
か
風
俗
と
か
を
此
の
際
に
紹
介
す
る
の
は
結
構
だ
と
思
ひ
ま
す
。
い
つ
か
、
吾
々
仲
間
で
冗
談
咄
に
、
日
本
の
芝
居
を
本
当
に
紹
介
す
る
為
め
に
、
俳
優
の
有
志
を
募
つ
て
行
つ
て
見
た
い
、
米
国
の
雑
誌
へ
で
も
広
告
し
よ
う
か
と
言
つ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
度
の
博
覧
会
（
引
用
者
注
一
九
一
〇
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
ヵ
）
は
実
に
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
機
会
で
す
。
東
京
の
先
輩
が
行
か
な
く
て
、
大
阪
の
人
が
行
く
と
い
ふ
や
う
な
場
合
に
な
つ
た
ら
、
私
が
是
非
此
方
か
ら
運
動
し
て
も
行
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
し
か
し
、
行
く
と
し
て
、
此
方
で
す
る
や
う
に
大
掛
り
で
は
何
う
か
と
考
へ
ま
す
、
好 よ
い
方
ば
か
り
大
勢
行
つ
て
は
経
済
問
題
で
も
困
難
で
せ
う
か
ら
。
／
そ
れ
か
ら
女
優
は
無
い
方
が
好
い
で
せ
う
。
日
本
の
女
優
は
ま
だ
半
熟
で
す
か
ら
、
矢
張
従
来
の
女
方
が
好
い
と
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
川
上
君
が
行
つ
た
ん
で
も
、
奴
さ
ん
が
女
を
し
て
、
男
が
女
に
扮
す
る
と
い
ふ
事
は
未
だ
外
国
に
紹
介
さ
れ
て
居
り
ま
せ
ん
か
ら
、
眼
新
い
だ
け
で
も
結
構
で
せ
う
。
」
（
市
川
左
団
次
「
渡
英
俳
優
（
前
号
の
拾
遺
）」
『
歌
舞
伎
』
一
一
一
号
、
明
治
四
十
二
年
十
月
、
八
六
～
八
七
頁
。）
（
3）
教
育
や
女
性
運
動
に
つ
い
て
日
本
に
も
影
響
を
与
え
た
エ
レ
ン
ケ
イ
の
理
論
を
参
照
し
た
本
間
久
雄
「
民
衆
芸
術
の
意
義
及
び
価
値
」
（
大
正
五
年
八
月
）
や
、
大
杉
栄
「
新
し
き
世
界
の
為
の
新
し
き
芸
術
」
（
大
正
六
年
一
〇
月
）
、
島
村
抱
月
「
民
衆
芸
術
と
し
て
の
演
劇
」
（
大
正
六
年
二
月
）
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
ロ
マ
ン
ロ
ラ
ン
の
民
衆
芸
術
論
か
ら
、
野
外
劇
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
つ
い
て
も
盛
ん
に
言
及
さ
れ
た
。
坪
内
逍
遥
『
わ
が
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
劇
』（
国
本
社
、
大
正
十
年
）、
実
践
で
は
、
新
国
劇
の
澤
田
正
二
郎
に
よ
る
日
比
谷
野
外
劇
「
勧
進
帳
」
（
大
正
十
二
年
十
月
）
が
あ
る
。
な
お
、
小
山
内
薫
が
野
外
演
技
の
要
領
を
説
明
す
る
た
め
に
参
照
し
た
本
は
、
ビ
イ
グ
ル
ク
ロ
オ
フ
ォ
オ
ド
『
公
共
劇
と
ペ
エ
ジ
ャ
ン
ト
リ
』
（
B
eeg
le,
M
a
ry
P
o
rter;
C
ra
w
fo
rd
,
J
a
ck
R
a
n
d
a
ll:
C
om
m
u
n
ity
D
ra
m
a
a
n
d
P
a
g
ea
n
try
,
Y
a
le
U
n
iv
ersity
P
ress,
1916）
で
あ
っ
た
。
（
小
山
内
薫
「
郷
土
史
劇
の
経
験
」
『
小
山
内
薫
演
劇
全
集
』
2巻
、
未
来
社
、
一
九
六
五
年
、
二
四
二
頁
）
（
4）
田
中
徳
一
「
筒
井
徳
二
郎
の
海
外
公
演
と
西
洋
演
劇
人
の
反
応
コ
ポ
ー
、
デ
ュ
ラ
ン
、
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
場
合
」
『
演
劇
学
論
集
』
42
日
本
演
劇
学
会
紀
要
、
二
〇
〇
四
年
、
八
九
～
一
一
四
頁
。
宮
岡
謙
二
『
旅
芸
人
始
末
書
：
異
国
遍
路
改
訂
版
』
修
道
社
、
一
九
七
一
年
。
（
5）
ペ
ト
ル
ホ
リ
ー
「
チ
ェ
コ
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
よ
る
「
朝
顔
」
上
演
を
め
ぐ
っ
て
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
〇
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
～
三
二
頁
。
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（6）
松
居
桃
楼
『
市
川
左
団
次
』
武
蔵
書
房
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
、
二
一
三
頁
。
図
版
も
本
書
に
よ
る
。
（
7）
太
田
丈
太
郎
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
『
織
田
信
長
』
歌
舞
伎
訪
ソ
公
演
再
考
」
『
共
同
研
究
ロ
シ
ア
と
日
本
』
7、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
五
五
～
一
七
〇
頁
。
太
田
丈
太
郎
「
歌
舞
伎
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
2）
」
h
ttp
://
w
w
w
.c.k
u
m
a
g
a
k
u
.a
c.jp
/
b
lo
g
s/
o
h
ta
/
2008/
10
/
（
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
四
日
閲
覧
。
）
コ
ン
ラ
ッ
ド
は
「
織
田
信
長
」
の
翻
訳
を
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
に
も
送
っ
て
い
る
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
か
ら
日
本
演
劇
に
つ
い
て
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
も
太
田
の
論
文
で
言
及
し
て
い
る
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
日
本
演
劇
受
容
に
関
し
て
は
、
桑
野
隆
「
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
に
つ
い
て
日
本
（
演
劇
）
と
の
関
係
を
中
心
に
」『
知
の
劇
場
、
演
劇
の
知
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
一
～
二
五
二
頁
、
中
村
緑
「
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
歌
舞
伎
受
容
」
『
演
劇
映
像
』
四
八
、
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
学
会
、
二
〇
〇
七
年
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
（
8）
『
左
団
次
歌
舞
伎
紀
行
』
平
凡
社
、
昭
和
四
年
。
（
9）
幡
随
院
長
兵
衛
は
、
江
戸
後
期
に
初
演
さ
れ
た
「
幡
随
長
兵
衛
精
進
俎
板
」
（
一
八
〇
三
年
、
桜
田
治
助
作
）
、
「
浮
世
柄
比
翼
稲
妻
」
（
一
八
二
三
年
、
鶴
屋
南
北
作
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
伝
統
的
な
歌
舞
伎
の
演
目
と
し
て
ソ
連
公
演
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
前
掲
注
（
8）
に
よ
れ
ば
初
日
の
前
日
の
稽
古
を
観
た
ロ
シ
ア
人
の
感
想
か
ら
ソ
連
公
演
で
は
一
度
も
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
10）
前
掲
注
（
1）。
（
11）
秋
田
雨
雀
の
日
記
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
四
月
十
三
日
「
自
分
は
歌
舞
伎
は
面
白
い
も
の
だ
が
、
恐
ら
く
は
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
大
し
た
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
、
む
し
ろ
展
覧
会
の
方
が
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
と
、
ノ
氏
（
引
用
者
注
ノ
ヴ
ォ
ミ
ー
ル
ス
キ
ー
）
は
そ
れ
に
反
対
し
て
、
歌
舞
伎
は
古
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
持
っ
て
い
る
芸
術
の
様
式
、
例
え
ば
舞
踊
、
音
楽
な
ぞ
が
新
し
い
時
代
に
も
意
味
を
持
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た

歌
舞
伎
に
対
す
る
買
い
か
ぶ
り
は
ち
ょ
っ
と
外
国
人
に
は
説
明
し
難
い
も
の
だ

歌
舞
伎
の
俳
優
が
み
ん
な
立
派
な
カ
ピ
タ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
歌
舞
伎
の
テ
ー
マ
が
ど
れ
だ
け
日
本
人
の
解
放
的
思
想
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
か
し
れ
な
い

」
（『
秋
田
雨
雀
日
記
』
第
2巻
、
未
来
社
、
一
九
六
五
年
、
一
一
九
～
一
二
〇
頁
）
（
12）
神
山
彰
監
修
『
近
代
日
本
演
劇
の
記
憶
と
文
化
』
全
8巻
（
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
～
刊
行
中
）。
特
に
第
4巻
『
交
差
す
る
歌
舞
伎
と
新
劇
』（
二
〇
一
六
年
）
の
全
て
の
論
考
が
重
要
で
あ
る
が
、
前
進
座
に
関
し
て
は
正
木
喜
勝
「
共
有
領
域
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
前
進
座
の
誕
生
と
そ
の
背
景
」
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、「
ト
ラ
ス
ト

Ｄ
Ｅ
」
の
上
演
に
関
し
て
は
、
中
野
正
昭
「
心
座
と
三
つ
の
『
ト
ラ
ス
ト
Ｄ
Ｅ
』
一
九
二
〇
年
代
の
演
劇
に
み
る
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
美
学
／
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
政
治
学
」（
『
文
芸
研
究
』
一
〇
六
、
明
治
大
学
文
学
部
研
究
所
文
芸
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
十
月
、
一
一
～
三
五
頁
）
を
参
考
に
し
た
。
（
13）
オ
ペ
ラ
に
関
し
て
は
、『
オ
ペ
ラ
／
音
楽
劇
の
キ
ー
ワ
ー
ズ
』（
仮
題
、
ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）
の
「
楽
劇
」「
歌
舞
伎
」（
東
晴
美
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
14）
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
開
場
し
た
帝
国
劇
場
は
、
音
楽
劇
の
公
演
を
想
定
し
て
建
て
ら
れ
た
洋
式
劇
場
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
歌
舞
伎
の
公
演
が
多
か
っ
た
。
（
15）
映
画
に
関
し
て
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
で
大
正
七
年
に
、
二
代
目
左
団
次
の
弟
子
で
あ
る
市
川
左
升
が
殺
陣
の
指
導
に
入
っ
て
い
る
。
左
団
次
が
大
正
元
年
に
一
座
を
引
き
連
れ
て
松
竹
の
専
属
に
な
っ
た
た
め
、
左
団
次
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
技
術
が
新
し
い
分
野
へ
波
及
し
て
い
っ
た
。
（
永
田
哲
朗
『
殺
陣
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
史
』
社
会
思
想
社
、
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
四
五
頁
。）
（
16）
河
原
崎
長
十
郎
『
ふ
り
か
え
っ
て
前
へ
進
む
』
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
一
三
五
～
一
五
〇
頁
。
（
17）
戸
板
康
二
「
河
原
崎
長
十
郎
論
」『
中
央
公
論
』
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
八
月
、
二
九
四
～
三
〇
三
頁
。
（
18）
前
掲
注
（
6）
二
七
〇
頁
。
（
19）
山
崎
眞
太
郎
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
多
様
性
に
就
い
て
前
進
座
は
浮
気
者
で
な
い
」
『
前
進
座
』
三
、
昭
和
十
二
年
六
月
、
四
〇
～
四
一
頁
。
（
20）
嵐
芳
三
郎
『
役
者
の
書
置
き
女
形
演
技
ノ
ー
ト
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
一
九
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九
七
年
、
二
頁
。
（
21）
河
原
崎
長
十
郎
「
私
の
『
鳴
神
』」『
演
芸
画
報
』
昭
和
十
二
年
七
月
、
四
〇
～
四
一
頁
。
（
22）
『
グ
ラ
フ
前
進
座
創
立
七
〇
周
年
記
念
』
二
〇
〇
一
年
一
月
、
劇
団
前
進
座
、
四
四
頁
。
（
23）
戦
後
十
年
間
の
鳴
神
上
演
史
（
『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
五
三
四
』（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
一
〇
年
六
月
を
基
に
、
東
晴
美
作
成
）
。
前
進
座
以
外
は
松
竹
に
よ
る
公
演
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
一
一
月
／
帝
国
劇
場
／
前
進
座
鳴
神
上
人
（
河
原
崎
長
十
郎
）
昭
和
二
一
年
一
月
／
桐
生
地
方
巡
演
／
前
進
座
鳴
神
上
人
（
河
原
崎
長
十
郎
）
十
月
ま
で
、
東
京
大
阪
北
海
道
、
東
北
九
州
四
国
を
巡
演
昭
和
二
一
年
九
月
／
東
京
劇
場
／
鳴
神
上
人
（
⑨
市
川
海
老
蔵
＝
⑪
団
十
郎
）
昭
和
二
四
年
二
月
／
三
越
劇
場
／
鳴
神
上
人
（
⑤
市
川
染
五
郎
＝
⑧
松
本
幸
四
郎
）
そ
の
後
、
歌
舞
伎
座
（
大
阪
）
東
京
劇
場
昭
和
二
四
年
五
月
／
全
国
巡
演
／
前
進
座
鳴
神
上
人
（
中
村
公
三
郎
）
昭
和
二
七
年
二
月
／
中
座
（
大
阪
）／
鳴
神
上
人
（
坂
東
簑
助
＝
⑧
坂
東
三
津
五
郎
）
昭
和
二
七
年
一
二
月
／
南
座
（
京
都
）／
鳴
神
上
人
（
⑧
松
本
幸
四
郎
＝
①
白
鸚
）
昭
和
二
八
年
二
月
／
東
海
地
方
な
ど
巡
演
／
前
進
座
鳴
神
上
人
（
河
原
崎
長
十
郎
）
昭
和
二
九
年
五
月
／
南
座
（
京
都
）／
鳴
神
上
人
（
坂
東
簑
助
＝
⑧
坂
東
三
津
五
郎
）
昭
和
二
九
年
九
月
／
大
阪
朝
日
ラ
ジ
オ
ホ
ー
ル
／
前
進
座
鳴
神
上
人
（
河
原
崎
長
十
郎
）
昭
和
三
〇
年
八
月
／
映
画
「
歌
舞
伎
十
八
番
鳴
神
美
女
と
怪
龍
」
鳴
神
上
人
（
河
原
崎
長
十
郎
）
尚
、
前
進
座
の
地
方
巡
演
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
22）
や
清
水
一
朗
「
戦
後
の
前
進
座
地
方
公
演
管
見
」『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
42「
特
集
前進
座
と
そ
の
時
代
」、
歌
舞
伎
学
会
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
六
三
～
六
八
頁
。
（
24）
明
治
に
左
団
次
が
鳴
神
を
上
演
し
た
前
年
に
、
同
じ
十
八
番
物
の
「
毛
抜
」
を
左
団
次
が
復
活
し
大
当
た
り
を
と
る
。
「
（
引
用
者
注
「
毛
抜
」
が
）
左
団
次
と
相
談
の
上
久
し
振
り
で
上
場
さ
れ
て
、
改
め
て
市
川
宗
家
は
此
脚
本
買
入
れ
、
長
く
打
絶
え
て
ゐ
た
毛
抜
の
狂
言
を
再
び
世
に
出
す
や
う
に
な
つ
た
の
と
同
時
に
そ
の
版
権
を
握
つ
た
訳
で
す
」
（
川
尻
清
潭
「
毛
抜
（
歌
舞
伎
劇
型
十
八
種
）
」
『
演
芸
画
報
』
大
正
九
年
一
月
、
三
一
三
～
三
一
五
頁
）
。
歌
舞
伎
十
八
番
に
対
す
る
市
川
宗
家
の
権
威
が
近
代
以
降
も
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
（
25）
重
松
恵
美
「
石
川
淳
鳴
神
論
歌
舞
伎
鳴
神
の
影
響
と
自
己
脱
却
	の
主
題
」『
日
本
文
芸
学
』
三
八
、
日
本
文
芸
学
会
（
関
西
学
院
大
学
内
）、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
九
九
～
一
一
四
頁
。
木
下
啓
「
石
川
淳
と
歌
舞
伎
『
雪
の
イ
ヴ
』
、
『
鳴
神
』
な
ど
」
『
文
学
研
究
論
集
文
学
史
学
地
理
学
』
二
〇
、
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
二
月
、
一
四
九
～
一
六
一
頁
。
重
松
恵
美
「
石
川
淳
と
安
部
公
房

鳴
神

飢
餓
同
盟
の
描
く
労
働
運
動
の
諸
相
」
『
梅
花
日
文
論
叢
』
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
三
七
～
五
一
頁
。
山
口
俊
雄
「
石
川
淳
作
品
史
試
論
一
九
四
五
～
五
五
年

焼
跡
か
ら
革
命
へ
（
続
）

珊
瑚

鳴
神

虹
」『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
国
語
国
文
学
科
編
』
2（
二
〇
一
〇
年
）
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
一
～
一
九
頁
。
日
文
研
叢
書
『
石
川
淳
と
戦
後
日
本
』
二
〇
一
〇
年
、
五
一
～
七
九
頁
。
（
26）
河
原
崎
長
十
郎
「
前
進
座
と
と
も
に
生
き
る
」『
前
衛
』（
日
本
共
産
党
中
央
機
関
誌
）
一
九
五
三
年
五
月
、
二
六
～
三
〇
頁
。
（
27）
前
掲
注
（
20）、
三
七
頁
。
（
28）
今
尾
哲
也
「
歌
舞
伎
よ
厳
正
な
古
典
た
れ
」
『
歌
舞
伎
評
論
』
昭
和
二
八
年
一
月
、
服
部
幸
雄
「
歌舞
伎
は
果
し
て
現代
劇
た
り
得
る
か
」『
幕
間
』
昭
和
二
八
年
一
二
月
な
ど
。
引
用
文
中
、
旧
字
体
異
体
字
は
新
字
体
で
記
し
、
ル
ビ
は
必
要
箇
所
に
限
り
、
改
行
は
／
で
示
し
た
。
（
ひ
が
し
は
る
み
日
本
語
日
本
文
学
科
）
―68―
